
 

工学部 応用物理学科  

教育研究上の目的 
応用物理学科は、本学及び本学工学部の教育研究上の目的の下に、ナノメートルスケールから宇

宙スケールで起こる物理現象に関わる応用物理学分野の研究を促進するとともに、その研究活動や研

究成果を通して先端科学の基礎となる現代物理学の知識と技術者に不可欠なハードウェア・ソフトウェ

ア技術を併せ持った将来の科学技術の発展を担える人材の育成を目的とする。 

教育目標 
本学の教育目標及び本学科の教育研究上の目的等を踏まえ、工学部応用物理学科では先端科学

技術の基礎となる現代的な物理学の知識と、技術者に不可欠なハードウェアとソフトウェア双方の技術

力を養い、近未来の科学技術を担うことができる高度な専門技能をそなえた人材の育成を教育の最終

目標としています。 

現在、社会環境の複雑化やグローバル化に伴い、科学技術の各分野において高度な専門性や技

術力が求められていることと並んで、それら各分野を俯瞰することで橋渡し的な役割を果たせることも重

要となっています。そのような社会の要請に応えるべく、科学技術全般にわたる知識と経験を合わせた

総合的な判断力とともに、物理学を基盤として基本に立ち返り様々な課題の本質を見抜く洞察力を身

に付け、さらに新たな分野の開拓をも担うことができる能力を身に付けることを教育目標として定めま

す。 

ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針） 

本学科の教育理念の下に定められた応用物理学科カリキュラムにおいて、所定の卒業要件単位修 

得した者は、次に掲げる素養及び能力を身につけていると判定され、学士（工学）の学位が授与されま 

す。 

 

１．自立した良識ある市民としての判断力と実践力 

（１）豊かな教養に基づき広い視野から柔軟かつ総合的に物事を判断する力を身につけている。 

（２）良識ある市民としての社会的責任感と高い倫理観を有している。 

 

２．国際的感性とコミュニケーション能力 

（１）グローバル社会で活躍するために必要なコミュニケーション能力を身につけている。  

（２）自らの思考を論理的に表現し他者に伝えるための文章力やプレゼンテーション能力を身につけて

いる。 

 

３．時代の課題と社会の要請に応えた専門的知識と技能 

（１）技術者・研究者として必要な自然科学に関する幅広い基礎的知識とその応用能力を身に着けてい

る。 

（２）応用物理学に関する基本的な考え方と実験・計測技術及び情報処理技術を身につけている。 

（３）応用物理学とその関連工学分野に関する幅広い専門知識を有するとともに、それらを活用して課

題解決を図る能力を身につけている。 

カリキュラム・ポリシー（教育課程編成・実施の方針） 
本学科では現代物理学の応用分野に関わる知識や技術の修得に加え、物理学に関係が深い工学

分野を含む幅広い教育による、高度な科学技術の素養を備えた人材を育成するため、以下に示した方

針で教育課程を編成しています。 

 

１．教育課程の編成・実施 

（１）１年次の「FYS（ファースト・イヤー・セミナー）」により、大学生としての基本的な資質と主体的に学修



 

に取り組む姿勢を身につけます。  

（２）入学年次から卒業年次までの人文・社会・自然・人間形成等の分野にわたる共通教養科目と「技

術者倫理」および「知的財産権」により、幅広い教養と技術者として必要とされる倫理観を身につけま

す。  

（３）入学年次から３年間を通し、実用英語を学ぶ必修科目を配置し、原著論文からの情報収集、国際

学会における研究発表・討議に必要な実践的英語運用能力や国際的コミュニケーション能力を身に

つけます。  

（４）２年次の「データサイエンス・ラボラトリー」や３年次からの「応用物理学演習」における技術課題に対

する演習、さらに卒業論文の執筆や卒業論文審査会での研究発表を通して、問題発見・解決力、文

章作成能力、プレゼンテーション能力およびコミュニケーション能力を身につけます。 

（５）１、２年次には、必修科目として「応用物理学入門」を配置し、物理学の幅広い分野における考え方

や基礎知識を身につけます。また、数学と物理学に関する必修の専門基礎科目、必要に応じて選択

する演習科目を通して、理数系の基本的な知識と技能を身につけます。さらに、必修科目の「物理

学実験」、「デジタル・アナログ回路」および「物理計測学」により、物理学の実験を自ら体験すること

で、基礎的な実験技術および科学技術の作法を身につけます。  

（６）１、２年次には、情報系の必修科目から構成される「データサイエンスプログラム」を配置し、基本的

な情報リテラシーとプログラミング技術の修得から始めて、実験や観測で収集されたビッグデータの加

工・分析、さらには物理モデルの構築に至るまでの過程を体験する中で、専門科目を学ぶための情

報技術の基盤を確立します。  

（７）３年次から４年次には、必修科目として「応用物理学演習」と「卒業研究」を配置し、所属する研究

室の指導教員の指導の下で、それまでに習得した知識や技能を総合的に用いて特定の課題を調

査・研究します。これらの学修を通し、研究計画を立案する能力、文献調査・実験・観測・装置開発・

データ解析・理論計算等により研究目的の達成を図る能力を身につけます。  

（８）３年次には、必修科目の「応用物理学実験」において高度な実験技術を身につけます。また、「宇

宙観測プログラム」と「ナノサイエンスプログラム」として配置された科目を学修することで、応用物理学

に関する発展的知識から最先端技術までを系統的かつ継続的に身につけます。 

（９）１年次から３年次には、応用物理学に関連する工学部分野の科目を選択して学修することで、幅広

い工学分野の知識と新しい工学領域を開拓する能力を身につけます。また、副専攻として「宇宙理

工学プログラム」に登録することで、分野を超えた学修が可能です。 

 

２．教育の方法と評価 

（１）本学科の専門教育の実施体系として、１年次から２年次においては専門基礎課程として、物理学

分野の専門知識、理論解析技術及び実験・計測技術と、情報技術分野のプログラミング技術、デー

タ解析技術を学びます。３年次から卒業時までは、学生それぞれの科目選択により、専門領域にお

ける高度な知識と技術を修得します。特に、４年次には研究室に所属し、「応用物理学演習」と「卒業

研究」を通じて、より特化した専門領域での調査・研究を行います。  

（２）単位制度の実質化を図るため、成績評価の方法及び基準を明確化し、成績評価を厳格化してい

ます。 

アドミッション・ポリシー（入学者受入の方針） 

１．大学教育によって培う能力 

（１）本学科は、先端科学技術の基礎となる現代物理学の知識と技術を併せ持ち、それらを駆使して次

世代に向けた科学技術の創出と発展を担うことで、グローバル社会で活躍できる人材を育成します。 

 

２．本学科の求める入学者 

（１）応用物理学科での専門的知識の修得に必要となる基礎的な学力を有している者 

（２）ナノから宇宙のスケールにまで及ぶ広い意味での物理学、実験・計測技術や情報処理技術、及び

それらの関連分野について学ぶ意欲を持ち、その知識・技能を科学技術へと応用することに興味が



 

ある者 

（３）将来社会に貢献しようとする強い意欲と可能性をもつ者 

（４）国際的なコミュニケーション能力を身につけ、将来国内外で活躍することを目指している人 

 

３．高校までの能力に対する評価（選抜方法） 

（１）本学科では多様な入学試験を実施することにより、工学に対する興味と関心や学習意欲を有して

おり、大学教育を受けるために必要となる基礎的な学力として、高等学校の主要科目における教科

書レベルの知識を有している者を受け入れます。 

 


